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日本型移民国家構想を語る 

（１）人口危機と移民 

 

 ・人口は国家と経済と社会を構成する基本的要素である。 

 

  ・一国の人口は「出生者」と「死亡者」と「移民」の 3 つの要因によって決

まる。 

 

（２）経済・財政と移民 

 

 ・今すぐ新しい国民の増加につながる移民政策を導入しなければ、若年人口

の激減と高齢人口の激増によって生産・消費・税収・財政・年金・社会保障・

国民生活など何もかも破綻するのは避けられない。 

 

（３）日本型移民政策 

 

 ・外国人を有能な人材に育て、安定した職場を提供し、永住者で受け入れる

外国人政策。 

 

 ・少子化で定員の余裕が出る日本の高等教育機関や職業訓練機関を活用する。 

 

（４）純種系民族から雑種系民族へ 

 

 ・グローバル化の時代に入り、均質性の高い日本民族の限界が見えてきた。

タフな日本人が減り、ひ弱な日本人が増え、民族の総体としての日本人のパ

ワーは急速に落ち込んだように感じる。 

 

 ・地球時代の生き残りをかけて世界の諸民族を移民同胞としてうちの中に入

れ、国民の構成をいちだんと多民族化させるべき時がきたと直感する。1 千万

単位の移民を国民候補として迎えて、あまたの顔がある国民へ変わるもの。 


